
007-D デジタルの未来図鑑 岡嶋裕史 監修 G.B.
007-M 基礎からわかる情報リテラシー　改訂第5版 森本尚之 技術評論社
019-I 「若者の読書離れ」というウソ　（平凡社新書） 飯田一史 平凡社
081-I-2007 財政と民主主義　（岩波新書） 神野直彦 岩波書店
081-I-2008 同性婚と司法　（岩波新書） 千葉勝美 岩波書店
081-I-2009 ジェンダー史10講　（岩波新書） 姫岡とし子 岩波書店
081-I-981 原発事故、ひとりひとりの記憶　（岩波ジュニア新書） 吉田千亜 岩波書店
141-H 13歳から鍛える具体と抽象 細谷功 東洋経済新報社

209-H-1 人類の物語　ヒトはこうして地球の支配者になった ユヴァル・ノア・ハラリ 河出書房新社
209-H-2 人類の物語　どうして世界は不公平なんだろう ユヴァル・ノア・ハラリ 河出書房新社
281-Y 幕末維新解剖図鑑 山村竜也 エクスナレッジ
314-M 政治って、面白い! 三浦まり 編著 花伝社
321-S ルールはそもそもなんのためにあるのか　（ちくまプリマー新書）住吉雅美 筑摩書房
326-K めざせ!ムショラン三ツ星 黒栁桂子 朝日新聞出版
334-K 難民の?がわかる本 木下理仁 太郎次郎社エディタス

371-E 勉強ができる子は何が違うのか　（ちくまプリマー新書）榎本博明 筑摩書房
326 376-T 保育のうた155 寺田雅典 編曲 ひかりのくに

K 383-N 日本の化粧の変遷100年 資生堂ビューティークリエーションセンター 監修 玄光社
384-S 江戸でバイトやってみた。 櫻庭由紀子 技術評論社
496-O 注文に時間がかかるカフェ 大平一枝 ポプラ社
523-K 西洋の名建築解剖図鑑 川向正人 エクスナレッジ
594-O 推しの「ぬい服」をつくろう nuinui洋服店 監修 Gakken
596-H 平野レミのマンガでわかる料理教室 平野レミ KADOKAWA
645-F ワーキングドッグ 福澤めぐみ 編著 緑書房
675-H Z世代に学ぶ超バズテク図鑑 原田曜平 PHP研究所

496 675-M スマホアプリはなぜ無料? 松本健太郎 河出書房新社
O 725-S みんなで描こう!黒板アート すずきらな 誠文堂新光社

780-S 体育がきらい　（ちくまプリマー新書） 坂本拓弥 筑摩書房
782-K 箱根駅伝100年史　（KAWADE夢新書） 工藤隆一 河出書房新社
817-K ぼっち現代文 小池陽慈 河出書房新社

910-O やばい源氏物語　（ポプラ新書） 大塚ひかり ポプラ社
913-ｱ まだ温かい鍋を抱いておやすみ　（祥伝社文庫） 彩瀬まる 祥伝社

645 913-ｵ チワワ・シンドローム 大前粟生 文藝春秋
F 913-ｶ Blue 川野芽生 集英社

913-ｽ 苺飴には毒がある 砂村かいり ポプラ社
913-ﾂ 十の輪をくぐる　（小学館文庫） 辻堂ゆめ 小学館

913-ﾊ 人魚と過ごした夏 蓮見恭子 光文社
913-ﾌ まだ終わらないで、文化祭 藤つかさ 双葉社
976-ﾏ 弟は僕のヒーロー　（小学館文庫） ジャコモ・マッツァリオール 小学館
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　美味しいものを食べると幸せな気持ちになる人は多いと思います。でも、大人になると、食べも
のから辛いことを思い出してしまうこともあります。
　この本は食にまつわるお話が6編あります。食べものが出てくる小説は、たいてい幸せな気持ち
になるお話が多いのですが、この本に出てくるお話は苦い思い出と向き合っている人ばかりで
す。でも、食べものが重要なキーワードになっていることは明らかです。私たちは弱っている時で
も、食べることで元気をもらっているのだなと感じる物語です。

　来週には、中間試験が始まります。
放課後、図書館へ勉強に来る生徒が増えてきました。そこでお願いで
す。新入生オリエンテーションの時にお伝えしましたが、図書館内にカ
バンや飲食物を持ち込むことはできません。勉強道具だけ取り出して、
カバンはロッカーに入れて利用してください。

立川女子高等学校図書館　　

今月の新着図書から

『めざせ！ムショラン三ツ星』
黒栁桂子/著　　　　　朝日新聞出版

　男子刑務所に管理栄養士として勤務することになった著者。食事を調理するのは、受刑者た
ち。罪を犯した人たちと一緒に働くことに不安を覚えながらも、そもそも料理をしたことがない男
性ばかりで、イチから教えなければなりません。少ない予算で献立を考えなくてはならず、刑務所
だから使えない食材もある中、世間では「クサい飯」なんて言われているけれど、何とか美味し
いと思ってもらえるように努力されています。塀の中の生活は、私たちが普通に生活していたら知
ることがない世界ですが、食事の重要性がわかるお話です。

彩瀬まる/著　　　　　祥伝社

『ワーキングドッグ』

大平一枝/著　　　　　ポプラ社

『まだ温かい鍋を抱いておやすみ』

『注文に時間がかかるカフェ』

　話をするときに滑らかに言葉が出ない「吃音」という症状があります。言葉が出てこなかったり、
どもってしまったりするため、学生時代に笑われたり、いじめにあったり、また接客などの会話を
必要とする仕事をできないと諦めてしまう人も多くいるそうです。吃音の当事者だった奥村さん
は、カフェで働くことが小さい頃からの夢で、1日限定の「注文に時間がかかるカフェ」を始めま
した。吃音を理解し、話を言い終わるまで待ってもらえる人だけが利用できるカフェ。そのカフェ
に関わる吃音の当事者を取材したお話です。

　警察犬、災害救助犬、障がい者補助犬（盲導犬や介助犬）など、働く犬がいることは皆さんも
知っているでしょう。他に、ファシリティドッグ（先月の図書館だよりで紹介した小説にもありまし
たね）、外来種検索犬、動植物検疫探知犬なども、社会貢献している犬もいます。それぞれの
ワーキングドッグが、日本や海外でどれくらい普及しているか、訓練方法や引退後の生活、今度
の課題などを専門家が解説してくれている本です。子どもでも読めるように総ルビになっていて
読みにくさがありますが、内容は動物関係の進路に進みたい高校生にピッタリです。

福澤めぐみ/編著　　　　　緑書房

159-M 村田慎二郎 サンマーク出版
「国境なき医師団」の僕が世界一過酷な場所で見つ
けた命の次に大事なこと

請求記号 書 名 著者名 出 版 者

宝島社友井羊
スープ屋しずくの謎解き朝ごはん　巡る季節のミネスト
ローネ　（宝島社文庫）

913-ﾄ-8

901-ﾐ
〈読んだふりしたけど〉ぶっちゃけよく分からん、あの名
作小説を面白く読む方法　（角川文庫）

三宅香帆 KADOKAWA


